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プロセス管理セミナー
～民間教育訓練機関等が実施する

公共職業訓練コースの品質向上の
ための訓練管理手法とその事例～

雇用・能力開発機構雇用・能力開発機構

２００５年１２月１９日２００５年１２月１９日
１３時３０分～１３時３０分～

第Ⅱ部第Ⅱ部
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１ プロセス管理の導入目的と目標

公共職業訓練の役割や効果・成果を明
確にし、投資効果が高い訓練コースの
実施に向けて、信頼性と品質をより一
層確保できる訓練コースの設定と適切
な管理・運営を行う。

適正な顧客満足度の獲得

求職者の希望する就職の達成
求人企業等が求める人材の提供

付加価値と品質の向上

【目的】

【目標】

やった！！

管理・運営の方法の
理解と実践

２２

効果・成果の明確化



２ セミナー参加者の把握

参加者の人数 概数 １２００人

参加者の問題意識
(1)希望者が少なく、定員に満たない。 ９％ 46人

(2)受講生のスキル・経験の違い、多様性の対応
に苦慮している。 ４１％ 207人

(3)就職率が上がらない。 ２５％ 124人

(4)デュアルシステム訓練の職場実習で苦慮して

いる。 １５％ 77人

(5)その他 １０％ 49人

３３



３ 委託訓練の概況
（全国４７都道府県センター委託訓練担当者アンケート調査結果）

新規申請の件数 全国で５０件弱／年

受託を希望して委託契約に結びつかなかっ
た事業所数 約２００件（平成１６年度）

地域性（地域間格差）の問題
・大都市圏を抱えている地域
・委託先の確保が困難な地域
・同じ県内でも一部地域に集中
・雇用・失業情勢

(1) 受託状況

４４



(2) 委託契約に至らなかった理由
全国４７都道府県の回答の割合

55%

40%

30%
26%

17% 15% 13% 11%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

訓
練
目
標

に
沿

っ
た

教
室

、
設
備
機
器

事
業
実
績

就
職
支
援
の
充
実

責
任
者

、
事
務
担
当
者

の
配
置

求
人

ニ
ー
ズ
等
の
対
応

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

適
切
な
講
師
の
選
任
と

配
置
人
数

訓
練
効
果
が
具
体
的

に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
課
題
の

設
定

３ 委託訓練の概況
（全国４７都道府県センター委託訓練担当者アンケート調査結果）

５５



（メモ）
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訓練の品質向上に関する取り組みについて公表していますか？10

訓練の信頼性、品質、及び顧客満足度の向上など、訓練コースの付加価値づ
くりのために何か工夫をしていますか？

9

事業主等に対して、訓練コースで提供している主な付加価値、メリット（利益）を
説明できますか？

8

受講生、修了生に対して、訓練コースの存在感と訓練を修了することで得られ
る付加価値、メリット（利益）を説明できますか？

7

訓練コースのカリキュラムや訓練状況、資格取得の合格率、就職率は、受講生
等に情報提供されている例が多いようです。その他に、訓練コースに関する情
報提供で重要と思われる項目を説明できますか？

6

修了生の訓練（研修）効果を把握するために何か工夫をしていますか？5

企業の実態に即した実践的な訓練をするために何か工夫をしていますか？4

効果的な訓練を実施するために、入所（入校）する受講生の習得状況等を把
握する取り組みをしていますか？

3

訓練コースの課題・問題点の把握の仕方及び対処方法に独自の仕組みがあり
ますか？

2

受講生が入所してから就職までの過程において、現状の訓練コースの課題・
問題点を把握していますか？

1

Ｙｅｓ
(○) 訓練コースの改善、品質向上等に関する確認表№

７７



８８

（スライド№７による診断結果の確認）

(1) “○”の数が３つ未満
(2) “○”の数が３つ以上５つ以下
(3) “○”の数が６つ以上

回答
（１） ４５ ７．６％
（２）２３５ ３９．８％
（３）３１０ ５２．５％

合計５９０ ９９．９％



４ 教育訓練機関が抱える課題・問題点
（全国４７都道府県センター委託訓練担当者アンケート調査結果）

雇用情勢の改善に伴う定員の未充足

受講生の多様性
・課題を抱えた受講生（受講態度等）
・職歴、実務経験、保有している職業能力
・就職及び受講意欲

※訓練を受講するにふさわしい求職者の選考（見極め方）難しい

就職支援（就職率、報告、担当者の未配置）

デュアルシステム訓練
・職場実習先とのマッチング
・職場実習先での実習内容、指導方法、内容

９９
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受講者の年令

受講意識

就業意欲

矢澤学園、岩崎学園の主な課題・問題点

前職の実務経験及び学習履歴の多様化

受講意欲（受け身）

入所選考方法（受講にふさわしい方）



職業訓練コースの設定、運営に係る
プロセス管理手法の確立のための研究会

(1)訓練コース設定に必要な具体的要件の整理
(2)訓練コースを診断する仕組み
(3)モデルプロセスの構築

人材育成ニーズ等検討委員会

訓練効果に関する検討委員会

５ プロセス管理に関する研究成果
職業能力開発総合大学校 能力開発研究センター

プロセス管理に関係する研究会等 Ｈ15年度～Ｈ17年度

1111

（プロセス管理等に関する研究報告書に関するお問い合わせ先）
職業能力開発総合大学校 能力開発研究センター
〒229-1196 神奈川県相模原市橋本台4-1-1
TEL 042(763)9046（普及促進室）



【プロセス管理の基本的考え方】
職業訓練のプロセスごとに客観的に評価できる取組項目と評価項目によって

主な業務の取り組み状況の確認を行う。プロセスごとの取組項目と評価項目を
設定要件として整理している。（別紙参照）

これらの設定要件を満たしていれば、そのプロセスに沿って行われる職業訓
練は人材ニーズに対応した適正な訓練が実施されていると判断できる。

PDCAサイクル 訓練コースの設定、運営に係る基本プロセス

企 画
訓練ニーズの把握
実施訓練分野の選定
訓練カリキュラムの設定

実 施 訓練実施に向けた準備
訓練の実施

評 価 訓練コースの評価

改 善 訓練コースの改善

表１ PDCAサイクルと訓練コースの設定、運営に係る
基本プロセスとの関係

1212
プロセス管理手法（案）のプロセス



把握した人材ニーズ等を基に仕事を分析し、職業能力体系
（仕事の体系）を作成する。訓練を要する仕事の領域・範囲
を選定し、併せて訓練に必要な機器の有無などを考慮して
訓練を実施する分野を選定する。

Ⅰ 訓練ニーズの把握

Ⅱ 実施訓練分野の選定

Ⅲ 訓練カリキュラムの設定

Ⅳ 訓練実施に向けた準備

Ⅴ 訓練の実施

Ⅵ 訓練コースの評価

□都道府県別求人データ
□各種白書（人材育成に関する記述）
□ハローワーク求人・求職状況統計資料
□民間職業紹介機関求人状況
□産業情報
□・・・・・・・

□・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・

□・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・

□・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・

□・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・

□・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・

＜評価項目＞

様々な情報（各種報告書、統計データ、及び団体・企業の
ヒアリング結果等）などにより、人材ニーズ等を分析し、訓
練コースを設定する地域ごとにニーズの質および量につ
いて的確に把握する。

選定した訓練コースについて、地域の人材育成ニーズを基
に訓練目標を設定し、カリキュラムを作成する。

訓練を実施するにあたり、機器や教材、指導員体制等の
準備を適切に行なう。

Ⅶ 訓練コースの改善

受講者の就業能力（エンプロイアビリティ）の向上のため
に効果的な訓練を実施する。

受講者の満足度、習得度、仕事への活用度などに対する
訓練課題評価、受講者及び事業所アンケートやヒアリング
等によって訓練効果を測定し、訓練コースの効果について
検証するとともに、訓練の問題点や課題を抽出する。

抽出された問題点・課題を分析し、コースの改善を図るため
に課題の解決、カリキュラムや実施体制等の改善案を検討
し、改善を実施する。

「プロセス項目」
と呼ぶ

「取組項目」または「評
価項目」と呼び、その
取組項目又は評価項
目ごとに「評価指標」と
その「評価基準」を作
成

基本プロセスごとの
ＰＤＣＡサイクル

1313訓練コースの設定、運営に係る基本プロセス



取り組み方法の改善

改善

従来の方法 基本プロセスごとの適切な管理と運営

1414

○的確な情報提供と客観的な評価の
不足
（訓練コースに対する求職者及び企業等
の認知度、評価の不足）

○基本プロセスごとのＰＤＣＡ
（結果に至るまでの基本プロセスごとの
経過と原因の明確化）

○日常的な業務の診断（チェック）と
改善

○客観的な評価の実施
（受講生、求人企業等）

○結果だけを評価した改善、対処
（場当たり的取り組みで原因を的確に把握
していない）

○個人が有する能力及びノウハウに
頼った取り組み（個人プレー）

○組織的なノウハウの構築
（成功業務プロセスの構築と効果・効率的
な業務展開）

○顧客志向で、わかりやすく、安心して
選択できる訓練コース情報の提供



地域の産業別技術動向6

産業界の実情（各都道府県の中央団体（中小企業団体中央会、商工会連合会
及び商工会議所連合会等）、代表的企業に対するヒアリング調査）

5

地域の産業政策（企業誘致計画とその状況、産業育成策等）4

産業別雇用保険適用事業所数・被保険者数等3

地方自治体発表の産業概況、分析資料2

地域の人口分布とその推移1

主な取組項目番号

６ プロセス管理の基本プロセス
(1)－１ 「訓練ニーズの把握」

地域の産業概況等の把握

人材ニーズの把握

求職者ニーズの把握

把握したニーズの分析

求職者ニーズ

バランス

求人ニーズ

※求人および求職者ニーズは変化しやすい

1515



６ プロセス管理の基本プロセス

把握した求人ニーズの分析、伝達

企業訪問による実態把握
※職業訓練の生命線

・求人企業の仕事
・人材に対する考え方（経営者の思い、社風 ）

他の基本プロセスと相互に関連
（連鎖反応しやすい）
例：求人ニーズの分析結果を求職者に情報提供

1616

(1) －２ 「訓練ニーズの把握」



６ プロセス管理の基本プロセス
(2) －１ 「実施訓練分野の選定」

※職業訓練を実施する職務とその仕事及び
作業の範囲を「訓練分野」

人材ニーズ等の職務とその仕事の明確化

○○○訓練科に関する仕事の体系

訓練する職務と仕事の範囲の選定

○○○訓練科に関する仕事の体系

仕事の
範囲の
選定

細目(作業)に対応する

教科目名と主な実習課題

1717



６ プロセス管理の基本プロセス

訓練で養成する仕上がり像（職業能力）
の区分
入所前に有していること
を想定した知識、技能

訓練で習得することを
想定した知識、技能

（訓練効果・成果）

職業能力
の区分 （仕上がり像）（前提となる知識、技能）

（前職の実務経験） ＋ （付加する技能・技術、知識）

例１：経理 ＋ 建築ＣＡＤ
例２：営業 ＋ ＩＴ（情報技術）

外部関係者、関係機関等による検討

専門的能力 ＋ ﾋｭｰﾏﾝ＆ｺﾝｾﾌﾟﾁｭｱﾙｽｷﾙ
（育成方法の検討）

1818

(2) －２ 「実施訓練分野の選定」



求人ニーズの多様化と高度化
・求められる就業能力の変化

技能・技術系と管理・事務系の職業能力の
融合化・複合化（コラボレーション）

例１：経理＋建築ＣＡＤ＋営業（接客含む）
例２：通信施工＋カスタマーエンジニア＋接客

（例外的事例）
ミスマッチとデスマッチ

職業の説明不足と理解不足、個人的要因を抱えた離職者
例1：営業職の求人は多い。希望者少ない。
例2：家庭的事情で好条件の求人を断っている。

1919

(2) －３ 「実施訓練分野の選定」
６ プロセス管理の基本プロセス



2020

（全国４７都道府県センター委託訓練担当者アンケート調査結果）

訓練ニーズの把握
・機構が行うアンケート調査等
・ハローワーク等の求人票の整理・分析
・デュアルシステムの職場実習に伴う企業等の訪問

訓練ニーズの把握と訓練コースの設定

訓練コースの設定
・委託先の事業内容に依存
・ＩＴ系（CAD含む）、事務系、福祉系が大半



６ プロセス管理の基本プロセス
(3) －１ 「訓練カリキュラムの設定」

仕上がり像（訓練目標）の設定
※態度及び健康の目標

指導方法の検討

職務ごとの訓練到達目標及び訓練の
到達水準の設定
※職務を構成するいくつかの作業（作業群）が

できるために習得する職業能力の具体的な
到達水準

訓練内容、訓練課題、所要訓練時間
の検討

2121



６ プロセス管理の基本プロセス

実学融合
・求人企業の職場の仕事から実務的な課題の

選定
・説明ばかりの講義より、体験を優先した指導方法

訓練成果物を発表する機会の設定

習得度の確認を意識した編成
・受講生自身による習得度状況の“気づき”を付与

・習得意欲、訓練効果の向上

2222

(3) －２ 「訓練カリキュラムの設定」



６ プロセス管理の基本プロセス
(4) －１ 「訓練実施に向けた準備」

訓練コースの情報提供に係る諸準備
指導案（授業計画：シナリオ）
・共同作成、共有化
・訓練の品質維持・向上

受講生を通した地域の産業界との交流
訓練コースの評価に係る諸準備
・受講生の訓練に対する満足度
・訓練の習得状況を把握する習得度
・訓練の結果得られた職業能力の活用度
・就職先企業に与える影響度

指導員（講師）の研修

2323



６ プロセス管理の基本プロセス

訓練コースの情報提供に係る諸準備
番号 項目例

1 訓練コースの修了後に就職できる職種
2 職種に関する主な職務と仕事内容
3 訓練コースに関連した求人票に記載される職種名と仕事内容
4 修了生の前職と就職した職種
5 これまでの修了生が就職した主な職種と仕事内容

6 訓練で習得した職業能力の活用状況（訓練の結果できる仕事な
ど）

7 就職先事業所での就業形態
8 修了生の賃金実績（年代別平均給与（前年度実績））
9 修了生の主な就職先
10 訓練修了時に取得できる資格
11 訓練中に受講生が任意に取得する資格
12 受講条件（特に、訓練コースに関する実務経験など）
13 訓練カリキュラム、科目ごとの内容等

14 訓練による仕上がり状況（指導方法、月別の訓練内容、イラスト（写真等）による
訓練課題などの成果物）

15 就職率
16 修了後（就職後）のスキルアップの支援サービス

求職者が安
心できる
情報提供

2424

(4) －１ 「訓練実施に向けた準備」



６ プロセス管理の基本プロセス
(5) －１ 「訓練の実施」

習得度の確認
・訓練到達目標に対する自己確認
・訓練課題を通じた技能等の程度を測定

訓練成果物の明確化・・・就職への自信

受講生とのコミュニケーション
・受講生間での比較は厳禁
・受講生のプライベートな話も厳禁

訓練と仕事の関係、訓練内容、到達水準
などの説明
・訓練意欲の喚起と動機付け

就職支援・促進活動

2525



６ プロセス管理の基本プロセス

教育訓練機関等が実施する品質向上に関す
る取組事例
（全国４７都道府県センター委託訓練担当者アンケート調査結果）

（指導方法）
・講師への電子メールによる質問
・資格取得（希望する受講生に対し、訓練時間終了後や休日に補講）

・スーツデイ、３分スピーチ、グループワークの導入
・習得状況の把握（訓練到達目標との比較、できない理由を簡単な報

告書にして講師へ報告など）
（就職支援）
・ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの専門家を講師として招聘
・講師がｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ養成講座受講
・日常的な個別就職相談
・就職面接指導（ロールプレーイング・プレゼンテーションの実施）

2626

(5) －２ 「訓練の実施」



６ プロセス管理の基本プロセス
(6) －１ 「訓練コースの評価・改善」

訓練コースの評価項目
・入所希望者数、入所生数、入所率
・修了生数
・就職率、関連就職率、就業形態

H17年度 ９ブロックで

フォローアップ調査実施中

単純な結果評価はしないこと
・結果評価だけでは、改善に結びつかない。
・評価結果にたどり着くまでの経過と途中の目標

設定の仕方、得られた結果の原因を正しく把握

修了生及び就職先事業所への
フォローアップ調査

2727



（全国４７都道府県センター委託訓練担当者アンケート調査結果）

受講生の満足度
ほとんど実施

（訓練効果測定の把握）

修了生および就職先事業所の状況
程度の差はあるが概ね半数近くが把握

（事例）

・修了生の定例懇親会
・電子メール、手紙等の近況報告と感謝状

習得状況の把握
概ね半数近くで実施
・小テスト、総合課題、資格試験に関する技能評価 等

2828

(6) －２ 「訓練コースの評価・改善」
６ プロセス管理の基本プロセス



（全国４７都道府県センター委託訓練担当者アンケート調査結果）

講師の指導方法
・講師の専門性、指導力
・委託先と受講生との日頃のコミュニケーション

（受講生からの苦情（ごく一部））

訓練期間、訓練内容
・実務的な内容を希望
・訓練期間が短い
・使わないテキストの購入
・カリキュラムのレベルと訓練生のレベルの差

設備機器
・パソコンの台数、機器が古いなど
・休憩室、相談室など

2929

(6) －３ 「訓練コースの評価・改善」
６ プロセス管理の基本プロセス



（全国４７都道府県センター委託訓練担当者アンケート調査結果）

（機構センターが実施する品質向上に関する取組事例）

受講生から講師の指導方法等を評価

受講生アンケート調査による改善（指導方
法、理解度等）

就職率が低調な場合、その原因と対策を報
告書にして各コース毎に提出

巡回指導時に得た他施設の好事例情報等の
紹介

3030

(6) －４ 「訓練コースの評価・改善」
６ プロセス管理の基本プロセス



６ プロセス管理の基本プロセス

課題・問題点の把握
「課題・問題点総括表」

業務への取り組み状況の診断
地域性と多様性に留意
診断は、個人差があることを前提、グループ診断も効果有り

効果・成果の整理と検討
「業務プロセス明確化シート」

※基本プロセスの各段階、「Ⅰ 訓練ニーズの把握」、「Ⅱ 実施訓練分野
の選定」、「Ⅲ 訓練カリキュラムの設定」、「Ⅳ 訓練実施に向けた準
備」、「Ⅴ 訓練の実施」、「Ⅵ 訓練コースの評価」ごとに整理

3131

(6) －５ 「訓練コースの評価・改善」

（課題・問題点解決方法）



□・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・

＜取組項目＞

取組項目ごとの診断実施取組項目ごとの診断実施取組項目ごとの診断実施

診断結果から対策案を検討・実施診断結果から対策案を検討・実施診断結果から対策案を検討・実施

＜対策項目＞

□・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・
・
□・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・
□・・・・
□・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・

健康な
訓練コース

調子の悪い
訓練コース

・評価
・比較比較検討

3232

６ プロセス管理の基本プロセス

診断のイメージ
プロセスごとに取り組み状況を診断

□・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・・・・・・・・・・
□・・・・・・・

＜取組項目＞

(6) －６ 「訓練コースの評価・改善」



６ プロセス管理の基本プロセス

改善策等の検討・実施

番号 項 目

1
診断結果について、他の訓練コースと比較し、分析を
行い、原因を特定する

2
基本プロセスの項目ごとに整理した課題・問題点ごと
に従来の取組方法や原因等を一つの表に整理する。

3
整理した表により、省力化・効率化に配慮した改善策
の検討を行う。

4
検討した経過と取り組む改善策については、先の表に
追加し、担当者全員に周知する。

5 改善策の実行に際しての役割と分担を決める。

3333

(6) －７ 「訓練コースの評価・改善」



（事例紹介メモ） 3434



７ プロセス管理の活用に向けて（まとめ）

自主管理活動の更なる取り組み
・プロセス管理を一つの“きまり”のような形式的な導入では無意味

・結果（成果）が残せるプロセス管理が基本的考え方
・地域に適応した成功業務プロセスの構築と地域独自の改善を加えて活用

成果が見える業務の効率化と省力化
・暗黙知の部分を形式知化
・訓練に係る業務プロセスを明確化
・これまで以上に業務の効率化と省力化
・国民にその成果が見える取り組み

担当部門間の緊密な連携による総合力の
発揮
・職業訓練の目標を達成
・担当部門間の緊密な連携と適切な役割分担
・職員の意識改革と職員の総合力が発揮できる体制の構築

プロセス管理活用の観点

3535



（手引き書）
職業能力開発総合大学校 能力開発研究センター

平成１８年４月頃に配布できる体制が整う予定

（メモ） 3636
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